第４５回全国高等学校柔道選手権大会
東北地区大会実施要項　
[image: image3.png]



と　き　令和５年１月２１日（土）・２２日（日）
ところ　いわき市立総合体育館
主　催　東北柔道連盟　東北高等学校体育連盟

共　催　福島県教育委員会　いわき市
後　援　（公財）福島県スポーツ協会　
主　管　福島県柔道連盟
東北高等学校体育連盟柔道専門部
福島県高等学校体育連盟
第45回全国高等学校柔道選手権大会東北地区大会要項
１　競技日程　
	大会１日目(団体試合)　１月２１日（土）
	大会２日目(個人試合)　１月２２日（日）

	１　役員・選手整列完了 　　　９：２５
２　開 会 式  　　　　 　　　９：３０
３　競技開始　　　　 　　　１０：００
４　表 彰 式　　　　　　　　　
	１　役員・選手集合　　 　　　９：００　　　
２　審判打ち合わせ　　 　　　９：１０

３　競技開始　　　　　　　　 ９：３０

４　表彰式・閉会式


２　会　場　いわき市立総合体育館
〒９７０－８０３２　福島県いわき市平下荒川南作１００
　ＴＥＬ：０２４６－２９－１１７１
３　競技規則

（１）最新の国際柔道連盟試合審判規定ならびに（公財）全国高体連柔道専門部申し合わせ事項による。

（２）団体試合
　　　ア　試合時間はすべて３分間とする。
イ 「優勢勝ち」の判定基準は「技あり」または「僅差」（「指導」差２）以上とする。

　　　ウ　チームの内容が同等の場合は代表戦を行う、代表戦の方法は「４競技方法」で定める。
（３）個人試合

　　　ア　試合時間は３分間とする。
　　　イ 「優勢勝ち」の判定基準は「技あり」または「僅差」（「指導」差２）以上とする。

　　　ウ　試合終了時に得点差がない場合、もしくは「指導」差が１以下の場合は、ゴールデンスコア
　　　　　方式の延長戦を時間無制限で行う。延長戦は、「技あり」以上の得点があった場合、または
　　　　　「指導」の数に差が出た時点で試合終了となる。
　　　　　＊「指導」の累積により両者が同時に「反則負け」となった場合は、スコアをリセットして、ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、勝敗を決する。延長戦で「指導」の累積により両者が同時に「反則負け」となった場合は、スコアをリセットして、再度ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、必ず勝敗を決する。
（４）その他、上記以外については大会本部にて審議する。
４　競技方法
（１）男子団体試合
　　　ア　トーナメント戦で行う。
　イ　各チーム間の試合は、「点取り試合」とする。
　ウ　各チーム５名で行い、試合ごとのオーダー変更を認める。ただし、当日試合に出場する選手　
　　　は最低３名いなければならない。
　エ　トーナメント戦の勝敗の決定は次による。 
　　　① 勝ち数の多いチームを勝ちとする。 
　　　② アで同等の場合は、｢一本｣による勝ち数の多いチームを勝ちとする。 
　　　③ イで同等の場合は、｢技あり｣による勝ち数の多いチームを勝ちとする。 
　　　④ ウで同等の場合は、代表戦を行う。    
　　　代表戦は代表選手を任意に選出して行う。代表戦の「優勢勝ち」の判定基準は「技あり」ま　
　　　たは「僅差」（「指導」差２）以上とし、試合終了時に得点差がない場合、もしくは、「指導」
　　　差が１以下の場合は、ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行う。延長戦は、「技
　　　あり」以上の得点があった時点、または、「指導」の数に差が出た時点で試合終了となる。 
　　　＊代表戦で「指導」の累積により両者が同時に「反則負け」となった場合は、スコアをリセ
　　　　ットして、ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、勝敗を決する。延長戦で
　　　　「指導」の累積により両者が同時に「反則負け」となった場合は、スコアをリセットして、
　　　　再度ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、勝敗を決する。
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（２）女子団体試合

　　ア　トーナメント戦で行う。
　　イ　各チーム間の試合は、「点取り試合」する。

　ウ　各チーム規定の体重別順に３名で行い、試合ごとのオーダーの変更は行わない。ただし、当
　　　日試合に出場する選手は最低２名いなければならない。

　　　エ　体重区分は次の通りとする。

　　　　　先鋒：５２Kg以下、中堅：６３Kg以下、大将：無差別、補欠は該当する体重区分に出場で
　　　　　きる。
　　　オ　トーナメント戦の勝敗の決定は次による。
　　　　　① 勝ち数の多いチームを勝ちとする。 
　　　　　② ①で同等の場合は、｢一本｣による勝ち数の多いチームを勝ちとする。 
　　　　　③ ②で同等の場合は、｢技あり｣による勝ち数の多いチームを勝ちとする。 
　　　　　④ ③で同等の場合は、代表戦を行う。 代表戦は「引き分け」対戦の中から抽選で選び、ゴ
　　　　　ールデンスコア方式の試合を時間無制限で 行う。代表戦は、「技あり」以上の得点があった　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　時点、または、「指導」の数に差が出た時点で試合終了となる。なお、「引き分け」対戦がな
　　　　　い場合は、両者「反則負け」などで勝敗がつかなかった対戦を代表戦とする。また、両チー
　　　　　ムが選手の負傷などで２名しかおらず、「引き分け」対戦がない場合などは、代表選手をす
　　　　　べての対戦の中から抽選で選出して、ゴールデンスコア方式の試合を時間無制限で行う。
　　　　　＊代表戦で「指導」の累積により両者が同時に「反則負け」となった場合は、スコアをリセッ
　　　　　　トして、再度ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、必ず勝敗を決する。
（３）男女個人試合

　ア　体重別（４階級）および無差別とする。

　イ　試合は、トーナメント戦とする。
５　参加資格

（１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する生徒であること。

（２）選手は、各県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技要項により東北大会参加の資格を得た者。
（３）令和４年度、各県柔道連盟を経て、（財）全日本柔道連盟に登録を完了した者。

（４）年齢は、平成１６年４月２日以降に生まれた者（令和４年４月２日現在、１８歳未満であり、第１・２学年に在籍）同一学年での出場は１回限りとする。

（５）チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。

（６）転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる。）ただし、―家転住等のやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りではない。

（７）出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長および所属する各県高等学校体育連盟会長の承認を必要とする。

（８）参加資格の特例については、「全国総体参加資格」に準ずる。

（９）外国人留学生については、卒業を目的として入学していること。（短期留学は認めない。）

（10）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる参加を認める。　　　　　　　

（11）「脳しんとう」に関する扱いは以下の通りとする。
　　　①大会1ヶ月以内に脳しんとうを受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。

　　　②大会中、脳しんとうを受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。なお、至急、専門医（脳神経外科）の精査を受けること。

　　　③練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

　　　④当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。
（12）皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関において、的確な治療を行うこと。もし選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない場合もある。
(13) 新型コロナウイルス感染症の感染防止対策については、別途定める。事前に出場校に連絡するとともに大会ホームページに掲載する。参加者は、主催者が定める新型コロナウイルス感染症の感染予防措置を必ず遵守すること。なお、試合中に感染予防措置を遵守できない参加者には、参加の取り消しや途中退場を求めることがあり得る。
（14）監督・引率について
　　 ①引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める学校の職員とする。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則78条２に示された者）も可とする。ただし、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は、都道府県高体連会長に事前に届け出ること。
　　 ②監督、コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。

６　参加制限

（１）団体試合参加校は、各県男女とも４校とする。すなわち男子２４校、女子２４校となる。

　　　＜注＞申し込み時点で不参加のあるときは、開催県（福島県）で補充することができる。

（２）団体試合チーム編成

　　　ア　男子は、１校１チームとし、監督１名、マネージャー１名、選手７名、計９名とする。ただ
　　　　　し、選手は3名から5名でも良い。なお、3名もしくは4名の場合は、後ろ詰め（先鋒・次
　　　　　鋒、もしくは先鋒を空ける。）とする。
　　　イ　女子は、１校１チームとし、監督１名、マネージャー１名、選手５名、計７名とする。ただ

　　　　　し、選手は2名でも良い。計量に合格しない者は出場できない。(無差別も計量を行う)
　　　ウ  チームにおける外国人留学生の人員は、１名までとする。

　エ　男子チームと女子チームの監督を、兼ねることはできない。

（３）個人試合

　ア　各県の編成は、監督男女各１名・選手１０名以内(男子/各階級１名･無差別１名、女子/各階
　　　級１名･無差別１名)とする。(無差別の選手は、他の階級を兼ねることはできない。) ※参
　　　加申し込み時点で選手をエントリーしない都道府県があった場合、開催地で補充することが
　　　できる。
　イ　男子の体重区分は次の４階級及び無差別とする。[60㎏級･66㎏級･73㎏級･81㎏級･無差別〕
　ウ　女子の体重区分は次の４階級及び無差別とする。[48㎏級･52㎏級･57㎏級･63㎏級･無差別〕
　エ　計量に合格しない者は出場できない。(無差別も計量を行う) 
　オ　外国人留学生の参加人数制限は、設けない。
　カ　女子は以下の階級に登録できる。 
　　　☆団体･先鋒(52ｋｇ以下に登録した場合) 個人は、48kg級･52kg級・無差別のいずれかに登
　　　　録できる。 
　　　☆団体･中堅(63ｋｇ以下に登録した場合)   個人は、全ての階級ならびに無差別のいずれか
　　　　に登録できる。
７　表　彰

（１）団体試合は男女３位まで、各４チームを表彰する。優勝校には、東北柔道連盟杯を授与する。

ただし、持ち回りとする。（レプリカを授与）

（２）団体試合優秀選手には、男子７名、女子５名を選考し表彰する。

（３）個人試合は男女各階級３位まで、各４名を表彰する。

８　計　量

（１）女子団体試合及び個人試合出場者は、次により計量を行う。
（２）日　　　時：令和５年１月２０日（金）
場　　　所：いわき市立総合体育館　　男子：剣道場　女子：第一会議室
非公式計量：１３：００～１４：００
公式計量：１４：００～１４：５０（１回のみ）
９　参加申し込み

（１）申し込み方法

　　　所定の用紙に必要事項を記入し、Ｅメールおよび、校印押印のうえ郵送にて下記宛に申し込むこと。

（２）福島県高等学校体育連盟ホームページ（https://www.fukushima-koutairen.jp/）より、所定のシートをダウンロードし、２部作成し、Ｅメールで送信後、１部を控えとし、１部を校印押印のうえ下記宛に申し込むこと。
（３）申し込み先（大会事務局）
　　　〒974-8261　福島県いわき市植田町小名田６０
　　　　　　　　　　福島県立磐城農業高等学校　　遠藤　幸輝　宛
Ｅメール：endou.kouki@fcs.ed.jp   ＴＥＬ 0246-63-3310　ＦＡＸ 0246-62-3826
（４）申し込み期限　　　令和４年１２月２３日（金）
１０　参加料

（１）団体試合　　１チーム　２３，０００円
（２）個人試合　　１名　　　　２，５００円
（３）参加料は、下記の口座に令和４年１２月２３日（金）までに振り込むこと。振り込み手数料は各学校負担とする。
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振込先　　　　

１１　組み合せ抽選

組み合せ抽選については、東北高体連柔道専門部委員長会議(令和４年９月２２日)にて、別紙の通
り決定済みである。

１２　会議日程
　　　令和５年１月２０日（金）　会場　　いわき市立総合体育館・２Ｆ小体育館
（１）審判会議　　１５：００～
（２）監督会議　　１６：００～
（３）委員長会議　　１７：００～
１３　本部宿舎　

大会役員、各県委員長、審判員の宿舎は本部宿舎とする。ただし、引率業務の審判員は別宿舎とする場合がある。
本部宿舎：いわきワシントンホテル
〒970-8026　福島県いわき市平字一丁目１番地
　　　　　　　ＴＥＬ0246-35-3000　ＦＡＸ0246-35-3309
１４　練習会場および練習時間
（１）会　場　　いわき市立総合体育館
（２）時　間　　令和５年１月２０日（金）１３：００～１７：００
１５　宿　泊　　

希望校に下記により宿泊を斡旋する。

（１）宿泊料金
詳細は別紙『第45回全国高等学校柔道選手権　東北地区大会　宿泊・弁当要項』による。
弁当　８００円（お茶付・税込）
役員・審判員　８，５００円（１泊朝食・税込）

（２）申し込み方法

　専用申込書でＦＡＸにて申し込むこと。
（３）申し込み先
　　　　　  「 近畿日本ツーリスト　郡山支社 」
〒963-8004　福島県郡山市中町　日本生命郡山中町ビル５階
ＴＥＬ　024-923-1250　　ＦＡＸ　024-923-1297
（4） 宿泊申し込みについては、全て学校長の責任において申し込むこと。 
（5） 宿泊申し込み期限　　令和４年１２月２３日（金）
（6） 宿泊料金と弁当代は令和５年１月１４日（金）までに所定の口座に振り込むこと。
１６　諸連絡
（１）参加申し込み後の選手変更は、令和５年１月２０日（金）の１４：００までに、大会事務局へ所定の用紙によりに届けなければならない。
　ア　団体試合参加申し込み後の選手変更は、１名に限り認める。

　イ　個人試合参加申し込み後の選手変更は、正当な理由がある場合に限り認める。

（２）競技中の疾病・傷害等の応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。なお、選手は、必ず健康保険証を持参すること。

（３）女子団体試合の計量結果は、監督会議終了後に配布する。個人試合の計量結果は、監督会議で報告する。
（４）選手は、必ず引率者に引率され、引率責任者は選手の行動について責任を負うものとする。

（５）参加料および参加に必要な経費は、すべて参加者の負担とする。

（６）すべての選手は、試合規定に従い、ゼッケンを柔道衣の背に縫い付けなければならない。

（７）不測の事態が生じた場合は、各県委員長が協議し、事後の処置を決定する。
（８）優勝杯返還：前年度優勝校　男子：仙台育英高等学校（宮城県）　
女子：東北高等学校（宮城県）
東邦銀行  植田支店　普通　口座番号 １４２８１４６





第４５回全国高等学校柔道選手権大会


東北地区大会事務局長　佐藤　祐亮（サトウユウスケ）








